




































































































































































































































































































































きびしい倫理的潔癖性を描出した｡ この よ うに
Jamesは慎重に Euphemiaの人間像を造型しな
がら,最後に彼の作家的想像力によって彼女の美
徳の中に欠如するもの,寛容の精神の喪失を感知
する｡Euphemiaの温和な心性,それと同時に
彼女の内面の深部にひそむ宗教的不寛容- これ
を効果的に物語として叙述するためには小説美学
的な配慮を必要とする｡私はここで Jamesの用
いた表現技法に注目したい｡作者はこれを叙述す
るために Longmore の意識に浮んだ感情の推移
を簡潔に描写する｡これは作者の好んで用いた,
暗示に富んだ間接技法である｡Jamesは Long-
more の感じたある奇妙な感情- 畏怖の感情の
発生を語ることによって Euphemia の心理の一
側面に光をあてた｡これは読者にはじめて彼女
の性格の未知の一面を示したことに な る｡小説
"MadamedeMauves"は後日物語の追加によっ
て終融こ到達し,同時に Euphemia の人間像の
造型は完了するのである｡
(昭和55年10月30日)
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